
一

は
じ
め
に

大
伴
坂
上
郎
女
は
、
万
葉
集
中
に
お
い
て
も
大
伴
家
に
お
い
て
も
特
筆
さ
れ
る
女
性
歌
人
で
あ
る
。
作
品
は
恋
歌
に
偏
る
が
、
天

皇
献
歌
・
戯
歌
・
特
殊
な
挽
歌
・
季
節
詠
・
羈
旅
歌
も
あ
り
、
そ
の
幅
は
た
い
へ
ん
広
く
、
長
歌
・
短
歌
・
旋
頭
歌
を
創
作
し
代
作

も
あ
る
。
ま
た
、
大
伴
家
の
文
芸
の
中
心
に
位
置
し
、
家
持
を
始
め
と
す
る
大
伴
家
の
人
々
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
人
物
で

あ
る
。

坂
上
郎
女
作
品
は
、
題
詞
と
歌
で
構
成
さ
れ
る
一
般
的
な
作
品
と
と
も
に
、
題
詞
下
の
付
せ
ら
れ
た
注
や
歌
群
中
の
注
、
歌
の
直

後
に
付
せ
ら
れ
た
左
注
を
持
つ
作
品
が
多
く
あ
る
。
こ
の
注
の
注
記
者
に
つ
い
て
は
、
小
野
寺
静
子
の

『

大
伴
坂
上
郎
女

(

１)』

や
東
茂

美
の『

大
伴
坂
上
郎
女

(

２)』

な
ど
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
最
終
編
纂
者
の
一
人
で
あ
る
大
伴
家
持
の
手
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
き
た
。
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注
は
後
世
に
付
せ
ら
れ
た
も
の
と
す
る
一
般
常
識
か
ら
の
推
察
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
、
坂
上
郎
女
の
制
作
時
期
で
は
最
初
に
位
置
し
、
藤
原
麻
呂
歌
と
と
も
に
あ
る
大
伴
郎
女
歌
四
首
と
、
直
後
に
付
加
さ

れ
い
る
漢
文
に
よ
る
注
、
そ
し
て
さ
ら
に
付
加
さ
れ
た
一
首
か
ら
な
る
歌
群
全
体
に
注
目
す
る
。
特
に
注
目
す
る
注
は
、

右
、
郎
女
者
佐
保
大
納
言
卿
之
女
也
。
初
嫁
一
品
穗
積
皇
子
、
被
寵
無
儔
。
而
皇
子
薨
之
後
時
、
藤
原
麻
呂
大
夫
、
娉
之
郎
女

焉
。
郎
女
、
家
於
坂
上
里
。
仍
族
氏
号
曰
坂
上
郎
女
也
。

で
あ
る
。
左
注
の
様
式
を
採
っ
て
い
る
が
歌
に
対
す
る
単
純
な
注
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
佐
保
大
納
言
卿
の
娘
で
あ
る
こ
と

を
示
し
、
次
に
麻
呂
と
の
贈
答
歌
関
係
に
関
わ
り
な
い
穂
積
皇
子
に
ふ
れ
て
、
漢
籍
に
お
け
る
文
芸
的
な

｢

被
寵
無
儔｣

の
語
を
用

い
て
経
歴
を
記
す
。
そ
の
次
に
麻
呂
が
郎
女
を

｢

娉
ふ｣

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
坂
上
の
里
に
居
住
す
る
故
の

｢

大
伴
坂

上
郎
女｣

の
命
名
に
も
言
及
す
る
特
殊
で
複
雑
な
注
記
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
漢
文
の
文
章
に
よ
っ
て
記
さ
れ
、
新
た
な
文
芸
内
容
を
付
加
す
る
注
や
、
新
た
な
文
芸
形
態
を
主
張
す

る
注
を
、
通
常
の
注
と
区
別
し
て
漢
文
に
よ
る

｢

文
芸
注｣

と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
漢
文
に
よ
る
文
芸
注
が
、
歌
群

全
体
に
お
よ
ぼ
す
機
能
を
考
え
る
。
な
お
、
大
伴
家
に
は
、
す
で
に
歌
に
漢
文
を
用
い
た
文
芸
注
を
加
え
、
新
文
芸
を
構
成
し
て
い

る
と
推
定
で
き
る
兄
の
旅
人
や
田
主
が
い
る
。
旅
人
は
児
島
と
贈
答
歌
群
、
田
主
は
石
川
女
郎
と
の
問
答
歌
群
に
お
い
て
で
あ
る
。

結
論
と
し
て
は
、
坂
上
郎
女
も
旅
人
や
田
主
と
同
様
に
、
自
身
の
手
で
和
歌
に
漢
文
に
よ
る
文
芸
注
を
付
加
し
た
作
品
を
制
作
し
、

自
身
の
歌
集
の
中
に
記
し
た
。
そ
れ
が
時
を
経
て

『

万
葉
集』
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
し
た
。
郎
女
は
、
文
芸
注
を
加
え
る
こ
と
に

よ
り
、
当
該
の
贈
答
歌
世
界
に
か
っ
て
の
穂
積
皇
子
の
相
聞
世
界
を
加
え
、
ま
た
、
そ
の
相
聞
世
界
を
展
開
し
さ
ら
に
麻
呂
と
の
新

世
界
へ
向
か
っ
て
い
る
と
考
え
た
。
ま
た
、｢

大
伴
坂
上
郎
女｣

と
明
記
す
る
こ
と
は
、
坂
上
に
居
住
し
大
伴
氏
一
員
の

｢

大
伴
坂

上
郎
女｣

と
言
挙
げ
し
た
と
考
え
た
。
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も
ち
ろ
ん
、
文
芸
注
が
大
伴
家
持
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
根
拠
は
な
い
。
同
様
に
大
伴
坂
上
郎
女
の
手
で
あ
る
確
証
も
な
い
。

し
か
し
、
否
定
で
き
る
根
拠
も
な
い
。

二

当
該
歌
群

当
該
の
大
伴
坂
上
郎
女
歌
群
は
、
藤
原
麻
呂
歌
と
と
も
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。

京
職
藤
原
大
夫
、
大
伴
郎
女
に
贈
る
歌
三
首

卿
、
諱
を
麻
呂
と
い
ふ

娘
子
ら
が

玉た
ま

櫛く
し

笥げ

な
る

玉た
ま

櫛く
し

の

神か
む

さ
び
け
む
も

妹
に
逢
は
ず
あ
れ
ば

(

４
五
二
二)

よ
く
渡
る

人
は
年
に
も

あ
り
と
い
ふ
を

何
時
い

つ

の
間ま

に
そ
も

我あ

が
恋
ひ
に
け
る

(

４
五
二
三)

蒸む

し
衾
ぶ
す
ま

な
ご
や
が
下
に

臥
せ
れ
ど
も

妹
と
し
寝
ね
ば

肌
し
寒
し
も

(

４
五
二
四)

大
伴
郎
女
が
和
ふ
る
歌
四
首

佐
保
川
の

小
石
踏
み
渡
り

ぬ
ば
た
ま
の

黒く
ろ

馬ま

の
来く

夜よ

は

年
に
も
あ
ら
ぬ
か

(

４
五
二
五)

千
鳥
鳴
く

佐
保
の
川
瀬
の

さ
ざ
れ
波

や
む
時
も
な
し

我
が
恋
ふ
ら
く
は

(

４
五
二
六)

来こ

む
と
言
ふ
も

来こ

ぬ
時
あ
る
を

来こ

じ
と
言
ふ
を

来こ

む
と
は
待
た
じ

来こ

じ
と
言
ふ
も
の
を

(

４
五
二
七)

千
鳥
鳴
く

佐
保
の
川
門
の

瀬
を
広
み

打
橋
う
ち
は
し

渡
す

汝な

が
来く

と
思
へ
ば

(

４
五
二
八)

右
、
郎
女
は
佐
保
大
納
言
卿
の
女
む
す
め
な
り
。
は
じ
め
一
品
穂
積
皇
子
に
嫁と
つ

ぎ
、
寵
ち
よ
う
を
か
が
ふ
る
こ
と
類た
ぐ

ひ
な
し
。
し
か
く

し
て
皇
子
薨こ

う

ぜ
し
後
時
の

ち

に
、
藤
原
麻
呂
大だ
い

夫ぶ

、
郎
女
を
娉よ
ば

ふ
。
郎
女
、
坂
上
の
里
に
家い
へ

居ゐ

す
。
仍よ

り
て
族
氏
や
か
ら

号な
づ

け
て
、

坂
上
郎
女
と
い
ふ
。
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ま
た
、
大
伴
坂
上
郎
女
の
歌
一
首

佐
保
川
の

岸
の
つ
か
さ
の

柴し
ば

な
刈
り
そ
ね

あ
り
つ
つ
も

春
し
来
ら
ば

立
ち
隠
る
が
ね

(

４
五
二
九)

と
あ
る
。
巻
四
相
聞
の
前
部
に
位
置
し
、
藤
原
宇
合
歌
に
続
い
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

｢

大
伴
郎
女
が
和
ふ
る
歌
四
首｣

の
後
に
漢
文
に
よ
る
注
記
を
持
ち
、
ま
た
さ
ら
に
、｢

大
伴
坂
上
郎
女
の
歌
一
首｣

と
あ
っ
て
追

加
さ
れ
て
い
る
。
大
伴
郎
女
歌
の
注
記
に
は

｢

藤
原
麻
呂
大
夫
、
郎
女
を
娉
ふ
。｣

と
あ
る
。
こ
の

｢

娉
ふ｣

の
語
に
よ
っ
て
、
大

伴
郎
女
歌
が
麻
呂
歌
と
の
強
い
関
連
歌
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
こ
と
に
な
る
。
歌
内
容
か
ら
も
大
伴
郎
女
歌
は
麻
呂
歌
と
関
わ
り

を
持
っ
て
い
る
。
大
伴
郎
女
歌
は
麻
呂
歌
の
第
二
首
目
の

｢

人
は
年
に
も｣

の
語
句
に
反
応
し
、｢

年
に
も
あ
ら
ぬ
か｣

と
対
応
す

る
。た

だ
し
四
首
全
体
と
し
て
は
、
佐
保
を
新
し
い
舞
台
に
選
び
、
男
性
の
訪
問
を
待
つ
女
性
の
心
情
を
様
々
に
ま
た
遊
戯
性
を
含
ん

で
表
現
す
る
不
思
議
な
作
品
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
最
後
に
位
置
す
る
郎
女
歌
は
直
前
の
注
記
内
の

｢

坂
上
郎
女｣

と
呼
応
す
る
の
で

あ
ろ
う
。
題
詞
に

｢

坂
上｣

を
加
え

｢

大
伴
坂
上
郎
女｣

と
明
記
し
、
旋
頭
歌
の
歌
体
を
採
り
、
四
首
と
は
異
な
る
古
代
風
の
世
界

を
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
注
記
で
は
当
面
の
藤
原
大
夫
と
直
接
関
わ
ら
な
い
、
穂
積
皇
子
と
の
関
係
に
触
れ
て
い
る
こ
と
も
注
意
さ
れ
る
。

三

大
伴
坂
上
郎
女
作
品
の
注

坂
上
郎
女
の
作
品
は
八
十
四
首
あ
る
。
そ
の
中
で
の
注
の
存
在
を
概
観
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
と
、

題
詞
の
下
に
付
せ
ら
れ
た
注
は
五
例
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(

４
五
二
二
、
４
五
八
六
、
４
七
二
一
、
４
七
二
五
、
６
一
〇
二
八)

歌
の
左
に
付
さ
れ
た
注
は
十
三
例

(

４
五
二
八
、
８
一
四
四
七
、
６
九
八
三
、
３
三
八
〇
、
３
四
六
一
、
４
五
八
六
、
４
六
四
九
、
４
六
六
七
、
４
七
二
四
、

６
一
〇
二
八
、
８
一
六
二
〇
、
８
一
五
九
三
、
19
四
二
二
一)

で
あ
る
。
巻
四
に
多
い
が
巻
三
に
も
見
ら
れ
、
巻
の
性
格
に
よ
る
も
の
と
簡
単
に
処
理
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら

の
中
で
、
題
詞
の
下
の
注
と
歌
の
注
記
と
の
両
者
を
持
つ
例
と
し
て
は
、

Ａ

大
伴
宿
禰
稲
公
、
田
村
大
嬢
に
贈
る
歌
一
首

大
伴
宿
奈
麻
呂
卿
の
女
な
り

相
見
ず
は

恋
ひ
ざ
ら
ま
し
を

妹
を
見
て

も
と
な
か
く
の
み

恋
ひ
ば
い
か
に
せ
む

(

４
五
八
六)

右
の
一
首
、
姉
坂
上
郎
女
の
作
な
り
。

Ｂ

十
一
年
己
卯
、
天
皇
、
高
円
野
に
遊
猟
す
る
時
に
、
小
さ
き
獣
都
里

み
や
こ

の
中
に
泄
走
せ
つ
そ
う

す
。
こ
こ
に
適
に
勇
士
に
値
ひ
、
生
な

が
ら
に
し
て
獲
ら
れ
ぬ
。
即
ち
こ
の
獣
を
以
て
御
在
所

み
ま
し
ど
こ
ろ

に
献
上
ら
む
と
す
る
に
副
ふ
る
歌
一
首

獣
の
名
は
む
さ
さ
び
と
曰
ふ

ま
す
ら
を
の

高
円
山
に

迫
め
た
れ
ば

里
に
下
り
来
る

む
ざ
さ
び
そ
こ
れ

(

６
一
〇
二
八)

右
一
首
、
大
伴
坂
上
郎
女
作
る
。
た
だ
し
、
未
だ
奏
を
逕
ず
し
て
小
さ
き
獣
死
に
斃た
ふ

れ
ぬ
。
こ
こ
に
因
り
て
歌
を
献
る

こ
と
停
む
。

の
二
例
が
あ
る
。

前
者
の
Ａ
は
田
村
大
嬢
の
系
譜
を
示
し
た
上
で
、
稲
公
の
姉
の
坂
上
郎
女
に
よ
る
代
作
で
あ
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
大
伴
稲
公

が
異
母
兄
弟
の
大
伴
宿
奈
麻
呂
の
娘
の
田
村
大
嬢
に
歌
を
贈
る
に
あ
っ
て
、
姉
が
代
作
し
た
こ
と
を
あ
ら
わ
す
こ
の
注
の
注
記
者
に

つ
い
て
は
、『

新
全
集』

が

｢

家
持
の
聞
き
書
き
で
あ
ろ
う
。｣

と
し
て
い
る
。
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歌
を
贈
ら
れ
た
田
村
大
嬢
に
は
、

大
伴
田
村
家
の
大
嬢
、
妹
坂
上
大
嬢
に
贈
る
四
首

外
に
居
て

恋
ふ
れ
ば
苦
し

我
妹
子
を

継
ぎ
て
相
見
む

事
計
り
せ
よ

(

４
七
五
六)

遠
く
あ
ら
ば

わ
び
て
も
あ
る
を

里
近
く

あ
り
と
聞
き
つ
つ
見
ぬ
が
す
べ
な
さ

(

４
七
五
七)

白
雲
の

た
な
び
く
山
の

高
々
に

我
が
思
ふ
妹
を

見
む
よ
し
も
が
も

(

４
七
五
八)

い
か
な
ら
む

時
に
か
妹
を

む
ぐ
ら
ふ
の

汚
き
や
ど
に

入
れ
い
ま
せ
て
む

(

４
七
五
九)

右
、
田
村
大
嬢
と
坂
上
大
嬢
と
は
、
と
も
に
右
大
弁
大
伴
宿
奈
麻
呂
卿
の
女
な
り
。
卿
、
田
村
の
里
に
居
れ
ば
、
号な
づ

け

て
田
村
大
嬢
と
い
ふ
。
た
だ
し
、
妹

い
も
ひ
と坂
上
大
嬢
は
、
母
が
坂
上
の
里
に
居
れ
ば
、
仍
り
て
坂
上
大
嬢
と
い
ふ
。
時
に
、

姉
妹
諮
問

と
ぶ
ら

ふ
に
歌
を
以
て
贈
答
す
。

と
坂
上
大
嬢
に
贈
っ
た
歌
も
あ
る
。
題
詞
で
は

｢

大
伴
田
村
家
の
大
嬢
、
妹
坂
上
大
嬢
に
贈
る｣

と
す
る
が
、
そ
れ
を
受
け
た
注
記

で
は
、
姉
妹
の
系
譜
を
説
明
す
る
だ
け
で
な
く
、
相
手
の
様
子
を
尋
ね
る
の
に
歌
を
も
っ
て
す
る
こ
と
を
述
べ
る
内
容
と
な
っ
て
い

る
。
相
聞
の
贈
答
歌
を
利
用
し
た
新
し
い
文
芸
分
野
で
あ
る
。
こ
の
注
記
は
田
村
大
嬢
の
注
記
と
も
考
え
ら
れ
る
が
不
明
で
あ
る
。

注
意
す
べ
き
は
、
坂
上
郎
女
の
周
辺
の
関
係
で
は
歌
と
と
も
に
漢
文
の
注
記
を
付
す
こ
と
が
新
し
い
記
載
の
ス
タ
イ
ル
と
な
り
、
文

芸
に
関
わ
る
注
記
が
出
現
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
有
り
様
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
Ａ
の
実
作
者
を
示
す

｢

右
の
一
首
、
姉
坂
上
郎
女
の
作
な
り
。｣

の
注
記
も
、
額
田
王

時
代
の
集
団
の
個
の
世
界
の
中
で
天
皇
の
代
作
を
す
る
意
の
代
作
と
は
こ
と
な
り
、
表
面
上
の
当
事
者
と
と
も
に
第
三
者
の
詠
出
者

も
共
存
さ
せ
る
様
式
を
採
用
し
た
の
で
は
な
い
か
。
と
す
れ
ば
、
稲
公
側
の
世
界
と
郎
女
側
の
世
界
と
の
両
者
を
楽
し
む
こ
と
の
で

き
る
代
作
作
品
で
あ
る
。
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ま
た
、
後
者
の
Ｂ
は
、
題
詞
下
の
注
に
よ
っ
て
歌
の
結
句
と
注
記
の

｢

小
さ
き
獣｣

が

｢

む
さ
さ
び｣

で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
、
歌
の
注
記
に
よ
っ
て

｢

未
奏
の
天
皇
献
歌｣

で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
る
。
実
際
に
天
皇
献
歌
し
な
い

｢

未
奏
の
天
皇
献

歌｣
も
天
皇
献
歌
の
範
疇
に
加
え
、
そ
の
形
式
の
存
在
を
主
張
す
る
文
芸
注
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
こ
れ
も
家
持
の
聞
き
書

き
と
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
。
諸
注
釈
に
言
及
は
な
い
。

ま
た
、
歌
に
注
記
が
加
え
ら
れ
い
る
作
品
の
中
に
、

Ｃ

大
伴
宿
禰
駿
河
麻
呂
の
歌
一
首

相
見
ず
て

日
長
く
な
り
ぬ

こ
の
こ
ろ
は

い
か
に
幸
く
や

い
ふ
か
し
我
妹

(

４
六
四
八)

大
伴
坂
上
郎
女
の
歌
一
首

夏
葛
の

絶
え
ぬ
使
ひ
の

よ
ど
め
れ
ば

事
し
も
あ
る
ご
と

思
ひ
つ
る
か
も

(

４
六
四
九)

右
、
坂
上
郎
女
は
佐
保
大
納
言
卿
の
女
な
り
。
駿
河
麻
呂
は
、
こ
の
高
市
大
卿
の
孫
な
り
。
両
卿
は
兄
弟
の
家
、
女
孫

む
す
め
う
ま
ご

は
姑
姪
を
ば
を
ひ

の
族
う
が
ら
な
り
。
こ
こ
を
以
て
、
歌
を
題つ
く

り
て
送
答
し
、
起
居
を
相
問
す
。

Ｄ

安
倍
朝
臣
虫
麻
呂
の
歌
一
首

何
か
ひ
居ゐ

て

見
れ
ど
も
飽あ

か
ぬ
我
妹
子
に

立
ち
離は
な

れ
行
か
む

た
づ
き
知
ら
ず
も

(

４
六
五
五)

大
伴
坂
上
郎
女
の
歌
二
首

(

安
部
虫
麻
呂
と
贈
答)

相
見
ぬ
は

幾
久
さ
に
も

あ
ら
な
く
に

こ
こ
だ
く
我
は

恋
ひ
つ
つ
も
あ
る
か

(

４
六
六
六)

恋
ひ
恋
ひ
て

逢
ひ
た
る
も
の
を

月
し
あ
れ
ば

夜
は
こ
も
る
ら
む

し
ま
し
は
あ
り
待
て

(

４
六
六
七)

右
、
大
伴
坂
上
郎
女
の
之
母
石
川
内
命
婦
と
安
倍
朝
臣
虫
麻
呂
の
母
安
曇
外
命
婦
と
は
、
同
居
の
姉
妹
、
同ど
う

気き

の
親
な

り
。
こ
れ
に
よ
り
て
郎
女
と
虫
麻
呂
と
は
、
相
見
り
こ
と
疎う

と

か
ら
ず
、
相
語
ら
ふ
こ
と
既
に
密こ
ま

か
な
り
。
聊

い
さ
さ

か
に

き戯
歌か
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を
作
り
て
問
答
を
な
せ
り
。

の
著
名
な
作
品
も
あ
る
。
相
聞
の
部
立
に
あ
り
贈
答
形
式
の
体
裁
を
採
り
な
が
ら
一
般
的
贈
答
歌
で
は
な
い
。
ま
ず
、
Ｃ
の
駿
河
麻

呂
と
郎
女
と
の
歌
は
、
相
聞
の
贈
答
歌
の
よ
う
に
存
在
し
て
い
る
が
、
注
記
に
目
を
向
け
れ
ば
、｢

相
問｣

と
あ
り
近
親
者
に
身
内

の
起
居
を
尋
ね
る
世
界
に
変
化
す
る
。
ま
た
、
Ｄ
の
虫
麻
呂
と
郎
女
と
の
歌
は
、
贈
答
形
式
を
用
い
な
が
ら
、
単
純
な
贈
答
歌
に
は

な
っ
て
い
な
い
。
近
親
者
の
虫
麻
呂
歌
は

｢

向
か
い
居
て
見
れ
ど
も
飽
か
ぬ
我
妹
子｣

と

｢

向
か
い
居
て｣

の
状
態
に
て
詠
出
す
る

の
に
対
し
て
、
郎
女
は

｢

相
見
ぬ
は
幾
久
さ
に
も
あ
ら
な
く
に｣

と
、｢

相
見
ぬ｣

状
態
を
持
ち
出
し
て
変
化
さ
せ
詠
出
し
て
い
る
。

郎
女
歌
は
虫
麻
呂
歌
の

｢
立
ち
離
れ
行
か
む
た
づ
き
知
ら
ず
も｣

に
答
え
て
い
る
と
も
捉
え
ら
れ
る
。
左
注
で
言
う

｢

戯
歌｣

で
あ

り
、｢

戯
歌｣

で

｢

問
答｣
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

Ｃ
Ｄ
の
左
注
は
、
と
も
に
大
伴
家
の
系
図
を
記
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
親
者
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
近
親
者
で
な
く
て
は
生
み

出
せ
な
い
新
し
い

｢

起
居｣

を

｢

相
聞｣
す
る
作
品
で
あ
り
、｢

戯
歌｣

で

｢

問
答｣

す
る
作
品
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
注

記
に
よ
っ
て
新
し
い
様
式
の
作
品
で
あ
る
こ
と
が
補
完
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
新
し
い
文
芸
様
式
を
持
つ
作
品
に
付
せ
ら
れ
た
文
芸
注
の
注
記
者
を
、
坂
上
郎
女
を
よ
く
知
る
大
伴
家
持
と
し
、｢

家
持

の
聞
き
書
き｣

と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
が
そ
の
根
拠
は
な
い
。
細
や
か
な
作
品
背
景
や
積
極
的
に
新
文
芸
に
踏
み
込
ん
で
い
る

こ
と
か
ら
推
察
す
る
と
、
歌
を
詠
出
し
た
郎
女
自
身
の
手
が
想
起
さ
れ
る
。
末
四
巻
の
有
り
様
か
ら

｢

家
持
歌
集｣

の
存
在
が
推
定

さ
れ
る
が
、
同
様
に
、｢

郎
女
歌
集｣

と
で
も
呼
ぶ
べ
き
歌
集
の
存
在
も
推
察
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
題
詞
と
歌
は
当
然
、
注
記
ま

で
を
全
作
品
と
捉
え
、
明
確
に
て
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま

『

万
葉
集』

に
収
録
さ
れ
た
と
推
定
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

た
だ
し
、
こ
れ
も
ま
た
明
確
な
根
拠
は
な
い
。

次
に
、
著
名
な

｢

祭
神
歌｣

｢

尼
理
願
挽
歌｣

に
目
を
向
け
て
み
る
。
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Ｅ

大
伴
坂
上
郎
女
、
神
を
祭
る
歌
一
首

并
せ
て
短
歌

ひ
さ
か
た
の

天
の
原
よ
り

生
れ
来
る

神
の
命

奥
山
の

さ
か
き
の
枝
に

し
ら
か
付
け

木
綿
取
り
付
け
て

斎
瓮

を

斎
ひ
ほ
り
す
ゑ

竹
玉
を

し
じ
に
貫
き
垂
れ

鹿
じ
も
の

膝
折
り
伏
し
て

た
わ
や
め
の

お
す
ひ
取
り
か
け

か

く
だ
に
も

我
は
祈
ひ
な
む

君
に
逢
は
じ
か
も

(

３
三
七
九)

反
歌

木
綿
た
た
み

手
に
取
り
持
ち
て

か
く
だ
に
も

我
は
祈
ひ
な
む

君
に
逢
は
じ
か
も

(

３
三
八
〇)

右
の
歌
は
、
天
平
五
年
の
冬
十
一
月
を
以
て
、
大
伴
の
氏う
ぢ

の
神
を
供
祭
ま

つ

る
時
に
、
聊
か
に
こ
の
歌
を
作
る
。
故

こ
の
ゆ
ゑに

神
を

祭
る
歌
と
い
ふ
。

の

｢

祭
神
歌｣

に
つ
い
て
は
、
注
記
の
｢

聊
か
に｣

の
語
を
含
め
て
諸
説
が
あ
る
。

小
野
寺
静
子

『

大
伴
坂
上
郎
女』
は
、

こ
の

｢

神
を
祭
る
歌｣

の
注
記
は
家
持
が
記
し
た
と
す
れ
ば
、
家
持
は
こ
の
歌
の
作
歌
事
情
を
把
握
し
た
上
で

｢

聊
か
に｣

作

ら
れ
た
歌
で
あ
る
と
注
し
た
の
で
あ
り
、
坂
上
郎
女
自
身
の
記
録
に
よ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
歌
は
大
伴
氏
神
供
祭
が
あ
っ
た

時
、
か
り
そ
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

と
す
る
。
早
く
中
西
進

(

３)

は
神
事
歌
で
な
い
こ
と
を
述
べ
、
小
野
寺
静
子
は
大
伴
氏
神
供
祭
の
日
で
は
あ
る
が
、
直
接
神
事
に
関
わ
ら

な
い
歌
と
し
て
い
る
。
小
野
寺
は

｢

坂
上
郎
女
自
身
の
記
録
に
よ
っ
た
と
し
て
も
、｣

と
坂
上
郎
女
の
記
述
の
関
与
を
考
慮
し
な
が

ら
も
、
家
持
を
注
記
者
と
推
定
す
る
。
そ
の
意
識
の
背
景
に
は
、
注
記
が
後
世
の
注
記
と
い
う
固
定
観
念
が
あ
り
、
そ
の
呪
縛
か
ら

抜
け
出
せ
な
い
か
ら
で
は
な
い
か
。
素
直
に
注
記
を
見
れ
ば
、
坂
上
郎
女
の
言
葉
で
あ
り
郎
女
自
身
の
注
記
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
既
に
井
戸
未
帆
子

(

４)

は
長
歌
と
左
注
と
の
密
接
な
関
係
に
注
目
し
、
長
歌
反
歌
と
左
注
の
全
体
が
坂
上
郎
女
の
創
作
と
す
る
。
郎
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女
独
自
の
新
し
い
神
事
歌
の
有
り
様
を
注
記
に
お
い
て
言
挙
げ
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

Ｆ

七
年
乙
亥
、
大
伴
坂
上
郎
女
、
尼
理
願
の
死
去

し

に

し
こ
と
を
悲
嘆
し
て
作
る
歌
一
首
并
せ
て
短
歌

た
く
づ
の
の

新
羅
の
国
ゆ

人
言
を

良
し
と
聞
か
し
て

問
ひ
放さ

く
る

親
族
う
が
ら

兄
弟
は
ら
か
ら

な
き
国
に

渡
り
来
ま
し
て

大

君
の

敷
き
ま
す
国
に

う
ち
ひ
さ
す

都
し
み
み
に

里
家

さ
と
い
へ

は

さ
は
に
あ
れ
ど
も

い
か
さ
ま
に

思
ひ
け
め
か
も

つ

れ
も
な
き

佐
保
の
山
辺
に

泣
く
子
な
す

慕
ひ
来
ま
し
て

し
き
た
へ
の

家
を
も
造
り

あ
ら
た
ま
の

年
の
緒
長
く

住
ま
ひ
つ
つ

い
ま
し
し
も
の
を

生
け
る
者

死
ぬ
と
い
ふ
こ
と
に

免
ま
ぬ
か
れ
ぬ

も
の
に
し
あ
れ
ば

頼
め
り
し

人
の

こ
と
ご
と

草
枕

旅
な
る
間
に

佐
保
川
を

朝
川
渡
り

春
日
野
を

そ
が
ひ
に
見
つ
つ

あ
し
ひ
き
の

山
辺
を
さ
し

て

夕
闇

ゆ
ふ
や
み

と

隠
り
ま
し
ぬ
れ

言
は
む
す
べ

せ
む
す
べ
知
ら
に

た
も
と
ほ
り

た
だ
ひ
と
り
し
て

白
た
へ
の

衣
袖

干
さ
ず

嘆
き
つ
つ

我
が
泣
く
涙

な
み
た

有
間
山

雲
居
た
な
び
き

雨
に
降
り
き
や

(

３
四
六
〇)

反
歌

留
め
え
ぬ

命
に
し
あ
れ
ば

し
き
た
へ
の

家
ゆ
は
出
で
て

雲
隠
り
に
き

(

３
四
六
一)

右
、
新
羅
国
の
尼
、
名
を
理
願
り
ぐ
わ
ん

と
い
ふ
。
遠
く
王
徳
に
感か
ま

け
て
、
聖
朝
に
帰
化
す
。
時
に
大
納
言
大
将
軍
大
伴
卿
の
家

に
寄
住
し
て
、
す
で
に
数
紀
を
経
た
り
。
こ
こ
に
、
天
平
七
年
乙
亥
を
以
て
、
忽
ち
に
運
病
に
沈
み
、
す
で
に
泉
界
に

趣お
も
ぶく
。
こ
こ
に
大
家
お
ほ
と
じ

石
川
命
婦
、
餌じ

藥や
く

の
事
に
よ
り
て
有
間
の
温
泉
ゆ

に
行
き
て
、
こ
の
喪
に
会
は
ず
。
た
だ
し
、
郎
女

ひ
と
り
留
ま
り
て
、
屍し

柩き
う

を
葬は
ぶ

り
送
る
こ
と
す
で
に
訖を
は

り
ぬ
。
仍
り
て
こ
の
歌
を
作
り
て
、
温
泉
に
贈お
く

り
入
る
。

の

｢

尼
理
願
挽
歌｣

は
単
純
な
挽
歌
で
は
な
い
。
挽
歌
で
あ
り
な
が
ら
母
石
川
命
婦
へ
の
報
告
書
で
あ
り
、
広
義
の
新
し
い
形
式
の

相
聞
歌
で
あ
る
。
歌
の
最
後
に

｢

我
が
泣
く
涙

有
間
山

雲
居
た
な
び
き

雨
に
降
り
き
や｣

と
あ
る
が
、
歌
だ
け
で
は
、
何
故

涙
が
有
間
山
に
降
る
の
か
理
解
で
き
な
い
。
注
記
の

｢

こ
こ
に
大
家
石
川
命
婦
、
餌
藥
の
事
に
よ
り
て
有
間
の
温
泉
に
行
き
て
、
こ
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の
喪
に
会
は
ず
。｣

の
記
載
が
重
要
な
働
き
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
具
体
的
な
注
記
に
直
面
し
て
も
、
諸
注
釈
書
は

注
記
者
に
つ
い
て
言
及
し
な
い
。
単
に

｢

家
持
の
聞
き
書
き｣

と
す
る
に
は
、
歌
と
注
記
と
の
関
わ
り
が
深
く
、
ま
た
あ
ま
り
に
も

詳
細
で
分
量
が
多
い
。
さ
ら
に
、｢

仍
り
て
こ
の
歌
を
作
り
て
、
温
泉
に
贈
り
入
る
。｣

に
よ
っ
て
、
単
な
る
挽
歌
で
は
な
く
、
母
へ

の
報
告
書
の
様
式
を
採
る
相
聞
歌
で
あ
る
こ
と
も
伝
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
深
い
注
は
、
後
の
家
持
の
手
に
よ
る
と
す
る
よ

り
は
、
や
は
り
坂
上
郎
女
自
身
の
手
に
よ
る
注
記
で
あ
り
、
題
詞
と
歌
に
注
記
も
付
加
し
、
新
形
式
の
作
品
構
成
を
意
図
し
た
と
考

え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
郎
女
の
注
記
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
な
い
の
は
、
や
は
り
注
記
を
後
の
も
の
と
す
る
先
入
観
か
ら
で
あ
ろ

う
。ま

た
、
記
載
に
つ
い
て
触
れ
れ
ば
、
和
歌
は
誦
詠
に
て
披
露
で
き
る
が
、
漢
文
の
注
記
は
誦
詠
に
は
む
か
な
い
。
や
は
り
紙
に
記

載
さ
れ
て
披
露
さ
れ
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
注
を
含
む
作
品
全
体
が
郎
女
に
よ
っ
て
記
載
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

四

大
伴
旅
人
歌
群
と
石
川
女
郎
大
伴
田
主
問
答
歌
群
の
注
記

で
は
坂
上
郎
女
の
周
辺
の
人
々
の
注
の
あ
り
方
を
見
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
大
伴
旅
人
歌
群
や
石
川
女
郎
大
伴
田
主
問
答
歌
群
に

は
、
同
様
に
注
記
を
含
む
作
品
が
あ
る
。

Ｇ

(

天
平
二
年)

冬
十
二
月
、
大
宰
帥
大
伴
卿
の
京
み
や
こ
に
上の
ぼ

る
時
に
、
娘
子
を
と
め

が
作
る
歌
二
首

凡お
ほ

な
ら
ば

か
も
か
も
せ
む
を

恐
か
し
こ
み
と

振
り
た
き
袖
を

忍
び
て
あ
る
か
も

(

６
九
六
五)

大
和
や
ま
と

道ぢ

は

雲
隠
り
た
り

然し
か

れ
ど
も

我あ

が
振
る
袖
を

な
め
し
と
思も

ふ
な

(

６
九
六
六)

右
、
大
宰
帥
大
伴
卿
、
大
納
言
を
兼
任
し
、
京
み
や
こ
に
む
か
ひ
て
道
を
上
る
。
こ
の
日
に
、
馬
を
水
城
み
づ
き

に
駐
め
て
、
府
家
ふ

か

を
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顧か
へ
りみ
望
む
。
こ
こ
に
、
卿
を
送
る
府ふ

吏し

の
中
に
、
遊
行
女
婦

あ

そ

び

め

あ
り
、
そ
の
字
を
児こ

島し
ま

と
曰
ふ
。
こ
こ
に
、
娘
子
を
と
め

こ
の
別

れ
の
易
き
こ
と
を
傷
み
、
そ
の
会
ひ
の
難
き
こ
と
を
嘆
き
、
涕

な
み
た
を
拭の
ご

ひ
て
自
か
ら
袖
を
振
る
歌
を
吟う
た

ふ
。

大
納
言
大
伴
卿
の
和こ

た

ふ
る
歌
二
首

大
和
道
の

吉き

備び

の
児こ

島し
ま

を

過
ぎ
て
行い

か
ば

筑つ
く

紫し

の
児
島

思
ほ
え
む
か
も

(

６
九
六
七)

ま
す
ら
を
と

思
へ
る
我あ
れ

や

水み
づ

茎く
き

の

水
城
の
上う
へ

に

涙
な
み
だ

拭の
ご

は
む

(

６
九
六
八)

Ｈ

石
川
女
郎
、
大
伴
宿
禰
田
主
に
贈
る
歌
一
首

即
ち
佐
保
大
納
言
大
伴
卿
の
第
二
子
に
あ
た
り
、
母
を
巨
勢
朝
臣
と
い
ふ

遊
士
み
や
び
を

と

我
は
聞
け
る
を

や
ど
貸
さ
ず

我
を
帰
せ
り

お
そ
の
風
流
士

み

や

び

を

(

２
一
二
六)

大
伴
田
主
、
字
を
仲
郎
ち
う
ら
う

と
い
ふ
。
容
姿
よ
う
し

佳
艶
か
え
ん

、
風
流
秀
絶
し
う
ぜ
つ

、
見
る
人
聞
く
者
、
嘆
息
せ
ず
と
い
ふ
ひ
と
な
し
。
時
に
、

石
川
女
郎
と
い
ふ
ひ
と
あ
り
。
自

も
と
よ
り
双
栖
さ
う
せ
い

の
感
お
も
ひ
を
な
し
、
恒つ
ね

に
独
守
ど
く
し
ゆ

の
難か
た

き
こ
と
を
悲
し
ぶ
。
意
こ
こ
ろ
に
書
を
寄
せ
む
と
欲

へ
ど
、
良
信

り
や
う
し
ん
に
逢
は
ず
。
こ
こ
に
方
便
ほ
う
べ
ん

を
作な

し
て
、
賤い
や

し
き
嫗
お
み
な
に
似に

す
。
お
の
れ
堝
子
な

べ

を
提さ

げ
て
、
寝
側
に
至
る
。

哽
音

き
や
う
お
ん

�
足
て
き
そ
く

、
戸
を
叩た
た

き
て
諮
と
ぶ
ら
ら
て
曰
く
、｢

東
隣
と
う
り
ん

の
貧
女
、
火
を
取
ら
む
と
し
て
来き
た

る｣

と
い
ふ
。
こ
こ
に
仲
郎
ち
う
ら
う

、
暗

き
裏う

ち

に
冒
隠
ぼ
う
い
ん

の
形
か
た
ち
を
知
ら
ず
、
慮
お
も
ひ
の
外ほ
か

に
拘く

接せ
ふ

の
計
た
ば
か
りに
堪あ

へ
ず
。
思
ひ
の
ま
に
ま
に
火
を
取
り
、
跡あ
と

に
就つ

き
て
帰
り
去

ら
し
む
。
明
け
て
後
に
、
女
郎
、
既
に
自じ

媒ば
い

の
愧は

づ
べ
き
こ
と
を
恥
ぢ
、
復ま
た

心
契
し
ん
け
い

の
果な

ら
ざ
る
こ
と
を
恨
む
。
因よ

り
て
、

こ
の
歌
を
作
り
て
謔
戯

き
や
く
き

を
贈
る
。

大
伴
宿
禰
田
主
の
報
へ
贈
る
歌
一
首

遊
士
に

我
は
あ
り
け
り

や
ど
貸
さ
ず

帰
し
し
我
そ

風
流
士
に
は
あ
る

(

２
一
二
七)

同
じ
石
川
女
郎
、
更
に
大
伴
田
主
中
郎
に
贈
る
歌
一
首

我
が
聞
き
し

耳
に
よ
く
似
る

葦
の
う
れ
に

足
ひ
く
我
が
背

つ
と
め
た
ぶ
べ
し

(

２
一
二
八)
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右
は
、
中
郎
の
足
疾
あ
し
ひ
き

に
よ
り
、
こ
の
歌
を
贈
り
て
問
訊
も
ん
し
ん

す
る
な
り
。

で
あ
る
。
坂
上
郎
女
の
身
近
な
旅
人
と
、
石
川
女
郎
に
田
主
が
報
え
る
作
品
で
あ
る
。
Ｇ
の
旅
人
の
作
品
は
天
平
二
年
十
二
月
の
作

で
あ
る
が
、
Ｈ
の
田
主
の
作
品
は
そ
の
制
作
年
代
が
明
か
で
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
旅
人
歌
群
よ
り
先
行
す
る
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
作
品
は
、
大
和
言
葉
に
よ
る
歌
と
漢
文
注
と
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
注
記
の
漢
文
は
実
務
的
な
内
容
だ
け
で
な
く
、
文
芸

要
素
を
多
く
含
ん
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば

『

全
注

(

吉
井)』

が
小
島
憲
之
説
を
ひ
い
て
指
摘
す
る
よ
う
に
、
Ｇ
の
児
島
歌

に
付
せ
ら
れ
た
注
記
の

｢

こ
こ
に
、
娘
子
こ
の
別
れ
の
易
き
こ
と
を
傷
み
、
そ
の
会
ひ
の
難
き
こ
と
を
嘆
き
、
涕
を
拭
ひ
て｣

は
、

遊
仙
窟
の
悲
し
い
別
れ
の
場
面
の

｢

下
官
拭
涙
而
言
曰
、
所
恨
別
易
会
難｣

の
翻
案
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
単
に
実
務
的
な
注
で

は
な
い
。

こ
の
注
記
の
注
記
者
に
つ
い
て
、『
釋
注』

は
、

左
注
は
、
誰
が
書
い
た
文
章
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
誰
か
の
旅
人
か
ら
の
聞
書
き
で
あ
ろ
う
が
、｢

こ
の
日
に
、
馬
を
水
城
に
駐

め
て
、
府
家
を
顧
み
望
む
。
時
に
、
卿
を
送
る
府
吏
の
中
に
、
遊
行
女
婦
あ
り
、
そ
の
字
を
児
島
と
い
ふ｣

と
い
う
文
章
は
、

簡
潔
な
筆
遣
い
の
中
に
多
く
の
も
の
を
こ
め
て
、
味
わ
い
が
深
い
。

と
注
記
の
内
容
の
深
さ
を
指
摘
す
る
が
、
注
記
者
に
つ
い
て
は
旅
人
か
ら｢

聞
書
き｣

を
し
た
人
物
と
す
る
だ
け
に
留
ま
っ
て
い
る
。

作
品
を
口
頭
で
披
露
す
る
時
点
と
、
そ
の
作
品
を
聞
書
き
し
紙
に
記
録
す
る
時
点
と
に
分
け
て
考
え
て
み
る
。
お
そ
ら
く
、
こ
の

贈
答
作
品
の
制
作
者
で
あ
る
児
島
・
旅
人
や
石
川
女
郎
・
田
主
は
、
ま
ず
は
歌
を
口
頭
で
披
露
し
た
で
あ
ろ
う
。
Ｇ
で
は
児
島
が
、

Ｈ
で
は
石
川
女
郎
が
口
頭
で
歌
を
披
露
す
る
時
に
は
、
そ
の
場
に
居
る
相
手
や
周
囲
に
居
る
者
に
は
、
そ
の
歌
の
背
景
が
理
解
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
状
況
に
応
じ
て
歌
が
返
さ
れ
る
こ
と
も
了
解
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
い
っ
た
ん
そ
の
場
を
離
れ
る
と
そ
の
状
況
は

不
明
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
作
者
は
、
そ
の
状
況
と
歌
を
紙
に
記
載
す
る
に
当
た
り
、
漢
文
を
含
む
記
載
の
記
し
方
に
腐
心
し
、
様
々
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に
配
慮
し
て
紙
に
記
載
し
た
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
そ
の
記
載
文
学
と
し
て
の
資
料
が
、
後
に

『

万
葉
集』

に
採
録
さ
れ
た
と
推
察

さ
れ
る
。

記
載
文
学
と
し
て
の
文
芸
を
意
識
し
記
録
す
る
例
と
し
て
は
、
巻
五
の
旅
人
と
憶
良
の
書
簡
文
学
が
あ
る
。
書
簡
と
歌
に
よ
る
そ

の
様
相
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
旅
人
は
日
本
琴
作
品

(

５
八
一
〇
・
一
一)

の
よ
う
に
大
和
言
葉
の
歌
だ
け
で
は
満
足
せ
ず

漢
文
の
文
芸
に
も
興
味
を
示
し
て
い
る
。
積
極
的
に
序
や
注
記
の
位
置
に
漢
文
に
よ
る
文
芸
注
を
付
加
し
、
両
者
を
融
合
さ
せ
全
体

を
和
漢
融
合
の
記
載
文
学
と
し
て
歌
巻
に
残
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
漢
文
部
分
は
後
の
家
持
の

｢

聞
書
き｣

に
よ
る
も
の

で
は
な
い
と
推
定
す
る
。

こ
の
よ
う
な
漢
文
を
序
や
注
記
に
配
置
し
て
、
全
体
を
記
載
文
学
と
し
て
積
極
的
に
表
現
す
る
る
手
法
は
男
性
独
自
の
も
の
で
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
か
。
身
近
に
い
た
大
伴
坂
上
郎
女
が
影
響
を
受
け
な
か
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
郎
女
の
漢
籍
に
対
す
る
深

さ
は
、
前
述
の
東
茂
美
が
既
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
漢
文
で
注
を
創
作
す
る
こ
と
は
充
分
可
能
で
あ
っ
た
と
推
定
す
る
。

男
性
歌
人
に
認
め
ら
れ
る
漢
文
利
用
の
作
品
構
成
方
法
を
、
女
性
歌
人
の
大
伴
坂
上
郎
女
に
も
広
げ
る
べ
き
と
考
え
る
。
こ
の
よ

う
な
女
性
歌
人
の
漢
文
利
用
を
認
め
る
と
き
、
坂
上
郎
女
作
品
の
注
記
の
捉
え
方
も
大
き
く
変
貌
す
る
こ
と
に
な
る
。
大
伴
家
持
の

手
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
多
く
の
注
が
、
坂
上
郎
女
自
身
の
手
に
よ
る
注
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

五

万
葉
集
の
題
詞
と
注
記

当
該
歌
群
に
戻
る
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
、
題
詞
や
注
記
に
対
す
る
従
来
説
を
紹
介
し
て
お
く
。
小
野
寺
は

『

大
伴
坂
上
郎
女』

の

｢

作
歌
の
基
底
を
探
る｣

に
て
、
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坂
上
郎
女
が
万
葉
集
の
編
纂
に
関
わ
っ
た
の
だ
と
し
た
ら
、
自
分
の
歌
に
つ
い
て
の
題
詞
や
注
記
は
自
分
で
記
し
た
と
い
う
こ

と
に
な
ろ
う
が
、｢

は
じ
め
一
品
穂
積
皇
子
に
嫁
ぎ
、
寵
を
か
が
ふ
る
こ
と
類
ひ
な
し
。｣

(

巻
四
・
五
二
八
左
注)

の
よ
う
な

書
き
ぶ
り
か
ら
見
る
と
、
坂
上
郎
女
自
身
の
メ
モ
的
な
も
の
を
基
に
し
て
は
い
て
も
坂
上
郎
女
自
身
が
記
し
た
も
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
。
坂
上
郎
女
の
歌
の
題
詞
や
注
記
の
買
い
手
と
し
て
は
家
持
あ
た
り
が
妥
当
で
あ
ろ
う
か
ら
、
題
詞
や
左
注
の
記
述
に

つ
い
て
は
坂
上
郎
女
自
身
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
、
今
は
考
察
の
対
象
か
ら
は
ず
す
。

と
す
る
。
注
記
に
対
し
て

｢

坂
上
郎
女
自
身
の
メ
モ
的
な
も
の
を
基
に
し
て
は
い
て
も｣

と
坂
上
郎
女
自
身
の
筆
録
の
関
与
を
認
め

な
が
ら
、
最
終
の
注
記
者
を
家
持
と
推
察
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
推
測
が
従
来
の
研
究
者
の
根
底
に
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
歌
を
一
次
資
料
と
し
題
詞
や
注
記
を
二
次
的
資
料
と
し
て
扱
う
傾
向
が
一
般
的
で
あ
る
。
ま
た
、
最
終
編
纂
者
の

一
人
で
あ
る
大
伴
家
持
の
手
が
題
詞
や
注
記
に
加
わ
る
可
能
性
は
高
く
、
集
中
に
は
家
持
の
手
が
加
わ
っ
た
題
詞
や
注
記
が
存
在
す

る
こ
と
も
認
め
る
。

た
だ
し
、
大
伴
氏
は
他
氏
族
と
は
一
線
を
置
い
て
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
大
伴
氏
の
旅
人
や
田
主
関
係
、
ま
た

坂
上
郎
女
の
題
詞
や
注
記
を
、
家
持
一
人
に
預
け
る
こ
と
に
は
不
安
を
覚
え
る
。
特
に
坂
上
郎
女
は
特
別
で
あ
る
。
大
伴
氏
に
お
け

る
歌
世
界
の
中
で
の
坂
上
郎
女
は
、
家
持
の
青
春
時
代
の
歌
学
び
の
時
代
の
有
り
様
や
、
家
刀
自
と
し
て
の
立
場
、
ま
た
、
そ
の
後

の
時
代
に
お
い
て
も
、
家
持
が
妻
の
大
孃
の
代
作
を
し

｢
家
婦
が
京
に
在
す
尊
母
に
贈
ら
む
た
め
に
、
誂
へ
ら
れ
て
作
る
歌｣

(

19

四
一
六
九
・
七
〇)

を
郎
女
に
贈
り
、
郎
女
が

｢

京
師
よ
り
来
贈
せ
た
る
歌｣

(

19
四
二
二
〇
・
二
一)

の
歌
を
返
し
て
い
る
状
況

な
ど
を
考
慮
す
る
と
き
、
大
伴
氏
の
中
で
中
心
的
な
存
在
で
あ
り
、
家
持
よ
り
上
位
に
長
く
確
実
に
位
置
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

｢

坂
上
郎
女
自
身
の
メ
モ
的
な
も
の｣

、
つ
ま
り
紙
に
筆
録
さ
れ
た
歌
稿
が
資
料
と
し
て
あ
れ
ば
、
編
纂
者
は
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
に

尊
重
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
一
歩
下
が
っ
て
、
存
在
す
る
坂
上
郎
女
歌
の
題
詞
注
記
を
は
じ
め
か
ら

｢

考
察
の
対
象
か
ら
は
ず
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す｣

こ
と
は
、
恣
意
的
な
研
究
方
法
に
陥
る
危
険
性
を
持
つ
と
考
え
る
。
通
説
か
ら
早
く
離
脱
し
郎
女
自
身
の
手
に
よ
る
注
の
存
在

も
視
野
に
入
れ
る
の
が
自
然
と
考
え
る
。

六

当
該
歌
と
注
記
の
検
討

以
上
の
よ
う
に
、
当
該
歌
の
漢
文
文
芸
注
を
大
伴
坂
上
郎
女
の
手
に
よ
る
も
の
と
推
察
す
る
場
合
、
漢
文
文
芸
注
を
含
む
全
体
が

作
品
と
な
り
、
複
合
的
な
意
味
を
内
在
す
る
作
品
と
な
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
こ
の
よ
う
に
す
べ
て
が
坂
上
郎
女
自
身
の
手
に
よ
る

も
の
と
す
る
立
場
に
て
、
当
該
歌
と
題
詞
注
記
を
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

漢
文
文
芸
注
は
、

①

右
、
郎
女
者
佐
保
大
納
言
卿
之
女
也
。

②

初
嫁
一
品
穗
積
皇
子
、
被
寵
無
儔
。

③

而
皇
子
薨
之
後
時
、
藤
原
麻
呂
大
夫
、
娉
之
郎
女
焉
。

④

郎
女
、
家
於
坂
上
里
。
仍
族
氏
号
曰
坂
上
郎
女
也
。

の
四
部
か
ら
な
っ
て
い
る
。

ま
ず
、
①
の

｢

右
、
郎
女
者
佐
保
大
納
言
卿
之
女
也
。｣

か
ら
吟
味
す
る
こ
と
に
す
る
。｢

右
、
郎
女
者
佐
保
大
納
言
卿
之
女
也
。｣

は
、
単
に
郎
女
の
系
統
を
示
す
だ
け
で
は
な
い
。
両
歌
群
の
題
詞
に
記
さ
れ
た

｢

大
伴
郎
女｣

は
、
当
然
幾
人
も
存
在
す
る
。
そ
の

｢

大
伴
郎
女｣

の
中
か
ら
、
坂
上
郎
女
を
特
別
に
選
択
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
大
伴
氏
の
女
性
の
な
か
で
も
特
に
佐
保
大
納
言
卿

の
娘
で
あ
る
郎
女
を
取
り
上
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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②
の

｢

初
嫁
一
品
穗
積
皇
子
、
被
寵
無
儔
。｣

は
不
思
議
な
記
述
で
あ
る
。
麻
呂
と
郎
女
と
の
贈
答
歌
群
に
関
わ
り
の
無
い

｢

穗

積
皇
子｣

を
登
場
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
も
っ
と
も
議
論
の
集
中
す
る
場
所
で
あ
る
。
穗
積
皇
子
は
初
婚
の
相
手
で
あ

り
、
郎
女
は

｢

被
寵
無
儔｣

で
あ
っ
た
と
紹
介
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
文
芸
を
感
じ
さ
せ
る

｢

被
寵
無
儔｣

の
表
現
に
つ
い
て
は
、

早
く
中
西
進

(

５)

が
注
目
し
、

左
注
筆
者
の
心
に
働
い
て
い
る
好
奇
心
を
多
少
と
も
示
す
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。『

被
寵
無
儔』

と
は
、
こ
の
際
饒
舌
の

部
分
で
あ
る
。
大
伴
郎
女
を
主
人
公
に
仕
立
て
上
げ
よ
う
と
す
る
好
奇
心
が
、
私
に
は
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と
し
た
。
そ
れ
を
受
け
た
東
茂
美
は
、『

大
伴
坂
上
郎
女』

で

｢

寵
の
文
芸
化｣

の
項
を
立
て
、
漢
籍
と
の
関
係
を
積
極
的
に
詳
細

に
展
開
し
て
い
る
。
巻
四
の
注
記
の
記
事
を
検
討
し
、
特
に
大
伴
氏
に
関
わ
る
注
は
大
伴
氏
の
人
々
に
は
自
明
な
こ
と
が
ら
で
あ
る

こ
と
か
ら
、｢

つ
ま
り
は
家
持
と
共
時
関
係
を
も
ち
え
な
い
読
み
手
を
意
識
し
な
が
ら
、
注
し
た
も
の
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で

あ
ろ
う
。｣

と
他
の
多
く
の
人
々
を
意
識
し
注
記
者
で
あ
る
家
持
が
意
図
的
に
付
せ
た
と
す
る
立
場
を
と
り
、｢

寵｣

に
こ
だ
わ
り

｢

寵
の
諸
相｣

を
、
記
紀
か
ら
漢
籍
ま
で
に
つ
い
て
詳
細
に
調
査
し
、

｢

寵｣

が
文
芸
作
品
と
し
て
用
い
ら
れ
る
と
き
、
そ
れ
は

〈

歓〉

と
同
時
に
常
に

〈

う
つ
ろ
い〉

〈

落
暉
す
る〉

も
の
と
し
て
、

濃
淡
の
差
こ
そ
あ
れ
薄
倖
の
翳
り
を
帯
び
な
が
ら
顕
在
化
す
る
こ
と
ば
で
あ
る
。

と
し
た
。
そ
し
て
、
伊
藤
博

(

６)

の
但
馬
皇
女
の
歌
の
大
半
を
含
む
巻
二
相
聞
の
部
立
て
を
、｢

歌
物
語
的
関
心
を
持
っ
て
編
ま
れ
た
宮

廷
ロ
マ
ン
ス
歌
集｣

で
あ
る
と
す
る
説
に
賛
同
し
て
、
さ
ら
に
論
を
展
開
し
、

郎
女
が
晩
年
の
穂
積
に
嫁
し
た
こ
と
で
、
そ
の
ロ
ー
マ
ン
ス
の
終
焉
部
に
否
応
な
し
に
脈
絡
づ
け
ら
れ
て
い
く
の
は
、
す
べ
て

述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

と
し
て
、
郎
女
を
ロ
ー
マ
ン
ス
の
終
焉
部
に
位
置
す
る
と
し
た
、
そ
し
て
、
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左
注
の
一
文
と
は
、
た
ぶ
ん
家
持
が
意
図
し
た

〈

坂
上
郎
女
も
の
が
た
り〉

、
す
な
わ
ち

｢

寵｣

の
文
芸
性
を
喚
起
す
る
べ
く

施
さ
れ
た
レ
ト
リ
ッ
ク

(

文
彩)

で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

と
結
論
づ
け
て
い
る
。

｢

一
品
穗
積
皇
子｣

を
持
ち
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
郎
女
を
持
統
朝
の
宮
廷
ロ
マ
ン
ス
の
系
譜
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
は
充
分

理
解
さ
れ
る
。
ま
た
、｢

被
寵
無
儔｣

の
用
語
に
対
す
る
言
及
は
、
緻
密
客
観
的
で
あ
り
賛
同
で
き
る
。
た
だ
し
、〈

う
つ
ろ
い〉

か

ら
薄
倖
の
翳
り
に
傾
斜
し
す
ぎ
て
い
る
よ
う
に
も
受
け
取
ら
れ
る
。〈

歓〉

に
も
重
み
を
付
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
漢
文
文
芸
注

は
続
け
て

｢

藤
原
麻
呂
大
夫
、
娉
之
郎
女
焉
。｣

と
す
る
の
で
あ
り
、
郎
女
は
薄
倖
の
翳
り
か
ら
抜
け
出
し
て
恋
の
世
界
に
再
出
発

し
始
め
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
根
拠
も
無
く

｢

左
注
の
一
文
と
は
、
た
ぶ
ん
家
持
が
意
図
し
た｣

と
、
家
持
自
身
に
よ
る
注
記
と
結
論
す
る
部
分
は
従
え

な
い
。
郎
女
自
身
の
自
注
で
も
不
自
然
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
郎
女
は
第
三
者
の
立
場
を
取
り
、
文
芸
作
品
を
制
作
す
る
力
量
を

有
し
て
い
た
。
前
記
の
Ａ
で
紹
介
し
た｢
右
の
一
首
、
姉
大
伴
坂
上
郎
女
の
作
な
り
。｣

に
て
明
か
な
よ
う
に
、
田
村
大
嬢
に
代
わ
っ

て
代
作
を
し
て
い
る
。
自
分
を
第
三
者
に
置
き
換
え
て
代
作
す
る
郎
女
で
あ
る
な
ら
ば
、
自
分
の
歌
に
第
三
者
の
立
場
で
漢
文
文
芸

注
を
追
加
し
、
作
品
化
す
る
こ
と
な
ど
容
易
な
こ
と
で
な
い
か
考
え
る
。

ま
た
、
穂
積
皇
子
に
関
わ
る

｢

被
寵
無
儔｣

の
用
語
の
理
解
に
対
し
、〈

歓〉

に
も
重
み
を
付
け
る
べ
き
と
考
え
る
の
は
、
穂
積

皇
子
歌
の
存
在
で
あ
る
。
確
か
に
、

但
馬
皇
女
の
薨
ぜ
し
後
に
、
穂
積
皇
子
、
冬
の
日
雪
の
降
る
に
、
御
墓
を
遙
か
に
望
み
、
悲
傷

ひ
し
や
う

流
涕
り
う
て
い

し
て
作
ら
す
歌
一
首

降
る
雪
は

あ
わ
に
な
降
り
そ

吉
隠
の

猪
養
の
岡
の

寒
か
ら
ま
く
に

(

２
二
〇
三)

の
著
名
な
一
途
な
恋
を
示
す
歌
が
あ
る
が
、
一
方
、
巻
十
六
に
は
、
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穂
積
親
王
の
御
歌
一
首

家
に
あ
る

櫃ひ
つ

に
�
か
ぎ

刺さ

し

蔵を
さ

め
て
し

恋
の
奴
が

つ
か
み
か
か
り
て

(

16
三
八
一
六)

右
の
歌
一
首
、
穂
積
親
王
、
宴
飲
の
日
に
、
酒
酣
た
け
な
はな
る
時
に
、
よ
く
こ
の
歌
を
詠
み
、
以
て
恒つ
ね

の
賞め

で
と
し
た
ま
ふ
、

と
い
ふ
。

の
歌
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。｢

恋
の
奴｣

を
東
茂
美
は
徳
倉
義
孝
の
論

(

７)

の

｢

こ
の
歌
の
衆
の
場
の
戯
笑
性
の
背
後
に
、
個
の
苦
渋
と

悲
愁
を
垣
間
見
た
の
で
あ
る｣

に
賛
同
し
、
人
妻
但
馬
へ
の
恋
を
長
く
持
ち
続
け
る
穂
積
皇
子
を
捉
え
る
の
で
あ
る
が
、
穂
積
皇
子

の

｢

恋
の
奴｣

を
但
馬
皇
女
の
み
に
限
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
幾
人
か
の
妻
を
有
す
る
時
代
で
あ
る
。
年
老
い
た
穂
積
皇
子
が
年

若
き
郎
女
を
宮
に
迎
え
た
の
で
あ
る
。｢

恋
の
奴｣

は
亡
き
但
馬
や
郎
女
の
二
人
は
当
然
、
そ
れ
以
上
の
複
数
の
女
性
が
い
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、｢
恋
の
奴｣

の
中
で
奔
放
に
生
き
る
穂
積
皇
子
像
も
捉
え
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
同
時
に

｢

恋
の
奴｣

の
中
に
生
き
る
穂
積
皇
子
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
郎
女
に
対
し
て
も

｢

被
寵
無
儔｣

で
あ
っ
た
と
も
推
察
す
る
。
ま
し
て
や
、
日
本
書

紀

(

持
統
称
制
前
期
十
月)

に
て
天
智
天
皇
が
大
津
皇
子
の
才
能
を
愛
し
た
こ
と
を
伝
え
る

｢

天
命
開
別
天
皇
所
愛｣

の
よ
う
に
、

穂
積
皇
子
が
若
き
郎
女
の
歌
の
才
能
を
愛
し
て
い
た
可
能
性
も
充
分
に
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
郎
女
自
身
が
そ
の
手
で

｢

被
寵
無
儔｣
の
語
句
を
採
用
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
持
統
朝
の
宮
廷
サ
ロ
ン
の
系
譜
の

中
に
自
身
か
ら
意
識
的
に
加
わ
り
、
そ
こ
に
生
ま
れ
た｢
恋｣
の
次
な
る
展
開
を
目
指
し
た
文
芸
作
品
の
表
明
と
言
う
こ
と
に
な
る
。

③
の

｢

而
皇
子
薨
之
後
時
、
藤
原
麻
呂
大
夫
、
娉
之
郎
女
焉
。｣
は
、｢

娉
ふ｣

の
語
に
諸
論
が
集
中
し
て
い
る
。
早
く
神
堀
忍
は

(

８)

集
中
の

｢

娉｣

の
他
の
例
を
調
査
し

｢

い
ず
れ
も
婚
姻
成
立
以
前
の
求
婚
を
意
味
す
る
文
脈
に
お
い
て
の
み
使
用
さ
れ｣

と
し
て
麻

呂
と
郎
女
の
婚
姻
関
係
に
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
ま
た
、
小
野
寺
静
子
は

『
大
伴
坂
上
郎
女』

に
て

｢

坂
上
郎
女
を
文
字
通
り
娉
っ

た
か
疑
わ
し
い
。
麻
呂
と
郎
女
は
歌
を
贈
り
合
う
仲
で
あ
る
こ
と
は
事
実
で
、
麻
呂
か
ら
の
働
き
か
け
に
よ
っ
て
一
時
期
、
二
人
は
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歌
を
贈
り
合
っ
た
と
い
う
ほ
ど
の
も
の
だ
ろ
う
。｣

と
し
て
い
る
。
両
説
と
も
現
実
に
結
婚
し
て
い
た
か
否
か
に
拘
泥
す
る
が
、
こ

れ
以
上
の
資
料
は
な
く
不
問
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
当
該
歌
群
の
存
在
か
ら
麻
呂
と
郎
女
と
は
文
芸
交
流
が
あ
り
、
歌
を

贈
答
す
る
仲
で
あ
っ
た
こ
と
は
自
明
の
こ
と
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
注
記
の
中
で
は

｢

藤
原
麻
呂
大
夫
、
娉
之
郎
女
焉
。｣

と
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
こ
の
麻
呂
が
郎
女
を

｢

娉
ふ｣

の
語

が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
題
詞
に
は
表
記
が
な
く
不
明
で
あ
っ
た
麻
呂
の
三
首
と
郎
女
の
四
首
と
の
二
歌
群
は
一
連
の
歌
群
と

し
て
結
び
留
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
当
該
の
注
記
の
中
で
こ
の
③
の
内
容
が
最
も
基
盤
の
部
分
と
言
え
よ
う
。
現
実
の
婚
姻
関
係

の
事
実
は
別
に
し
て
、
文
芸
上
で
は
二
歌
群
が
関
わ
り
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
そ
の
関
わ
り
方
は
、
一
途
な
男
性
の
恋
歌
の
諸
相
世

界
に
対
し
て
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
佐
保
を
新
し
い
和
歌
の
舞
台
に
選
び
、
男
性
の
訪
問
を
待
つ
女
性
の
揺
れ
動
く
心
情
を
様
々
に

表
現
す
る
。
ま
た
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、｢

来｣

の
語
を
各
句
に
置
い
て
遊
戯
性
を
含
み
な
が
ら
心
情
を
吐
露
す
る
作
品
も
あ
り
、

不
思
議
な
作
品
群
で
あ
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
不
思
議
さ
を
生
む
要
因
は
、
注
記
の｢
娉
ふ｣

の
語
に
起
因
す
る
の
で
は
な
い
か
。
婚
姻
以
前
の
時
間
空
間
で
あ
る｢

娉
ふ｣

を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
作
品
世
界
に
自
由
度
が
高
ま
り
仮
想
さ
れ
る
種
々
の
恋
の
世
界
が
展
開
可
能
と
な
る
。
そ
の
自
由
な
文

芸
世
界
を
示
し
た
作
品
と
捉
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
注
記
に

｢

娉
ふ｣

の
語
が
記
さ
れ
た
意
図
は
、｢

被
寵
無
儔｣

の
語

の
持
つ
意
味
と
同
様
に
、｢

娉
ふ｣

が
醸
し
出
す
世
界
、
つ
ま
り
、
恋
の
諸
相
と
く
に
待
つ
恋
の
文
芸
世
界
の
展
開
に
あ
っ
た
と
推

察
す
る
。

④
の｢

郎
女
、
家
於
坂
上
里
。
仍
族
氏
号
曰
坂
上
郎
女
也
。｣

に
つ
い
て
は
、
小
野
寺
の『

大
伴
坂
上
郎
女』

｢

坂
上
郎
女
と
号
す｣

の
説
が
的
を
得
て
い
る
。

大
伴
坂
上
郎
女
と
い
う
称
号
は
一
族
に
よ
っ
て
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
一
族
が
承
認
し
た
称
号
で
あ
る
こ
と
を
語
っ
て
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い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
坂
上
郎
女
は
再
び
大
伴
一
族
の
一
員
と
な
り
、
坂
上
家
の
戸
主
と
な
る
。
坂
上
郎
女
が
坂
上
の
里
に
居

を
構
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
以
後
、
坂
上
郎
女
を
大
伴
一
族
の
一
員
と
し
て
認
め
る
と
同
時
に
、
宗
家
と
は
別
に
一
家
を
形
成

せ
し
め
よ
う
と
し
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
れ
に
は
異
母
兄
宿
奈
麻
呂
と
の
結
婚
が
意
図
さ
れ
て
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

と
す
る
。
初
め
一
品
穗
積
皇
子
に
嫁
し
た
郎
女
が
皇
子
の
没
後
に
宮
を
離
れ
、
大
伴
一
族
と
し
て
坂
上
の
里
に
居
を
構
え
て
再
出
発

し
、
そ
の
こ
と
を
一
族
が
承
認
し
た
呼
称
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。

当
該
歌
群
及
び
そ
の
関
係
歌
群
の
題
詞
を
再
確
認
し
て
み
る
と
、
麻
呂
歌
と
郎
女
歌
に
は

｢

大
伴
郎
女｣

と
あ
り
、
こ
の
漢
文
文

芸
注
の
後
の
郎
女
歌
に
は

｢

大
伴
坂
上
郎
女｣

と
あ
る
。
そ
し
て
以
後
の
す
べ
て
の
作
品
に
お
け
る
題
詞
に
は

｢

大
伴
坂
上
郎
女｣

｢

大
伴
宿
禰
坂
上
郎
女｣

｢
同
坂
上
郎
女｣
｢

姑
大
伴
氏
坂
上
郎
女｣

｢

大
伴
氏
坂
上
郎
女｣

と
あ
り
、
明
確
に
大
伴
氏
一
族
の
坂
上
郎

女
で
あ
る
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
当
該
の
漢
文
文
芸
注
の
記
述
と
直
後
の
郎
女
歌
の
題
詞
に
よ
っ
て
、
郎
女
は
大
伴
郎
女
か
ら
明
確

な
大
伴
一
族
の
一
員
で
あ
る

｢

大
伴
坂
上
郎
女｣

と
し
て
出
発
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。

以
上
の
よ
う
に
①
〜
④
の
漢
文
文
芸
注
を
捉
え
て
く
る
と
、｢

被
寵
無
儔｣

の
用
語
だ
け
で
な
く
、｢

藤
原
麻
呂
大
夫
、
娉
之
郎
女

焉
。｣

用
語
も
あ
り
、
多
く
の
部
分
で
文
芸
上
の
意
味
を
有
し
意
味
深
長
で
よ
く
練
ら
れ
た
表
現
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
も

ち
ろ
ん
、
成
人
し
た
家
持
が
後
に
付
加
し
た
注
記
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
新
た
に
大
伴
氏
の
一
員
と
な
っ
た
坂
上
郎
女
が
自

身
の
手
に
よ
り
、
一
族
や
そ
の
他
の
人
々
に
、
真
摯
に
文
芸
の
有
り
様
を
宣
言
し
た
注
記
で
あ
り
作
品
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

七

も
う
一
首
の
歌

ま
た
、
最
後
に
付
せ
ら
れ
た
一
首
、
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佐
保
川
の

岸
の
つ
か
さ
の

柴し
ば

な
刈
り
そ
ね

あ
り
つ
つ
も

春
し
来
ら
ば

立
ち
隠
る
が
ね

(

４
五
二
九)

は
集
中
六
十
二
首
の
旋
頭
歌
の
中
の
一
首
で
あ
る
。
小
野
寺
は

｢

そ
れ
ら
は
三
、
四
期
の
も
の
に
多
い
。
集
団
的
な
歌
謡
と
し
て
の

問
答
形
式
を
基
盤
に
持
つ
旋
頭
歌
は
、
短
歌
形
式
が
主
流
で
あ
る
後
期
万
葉
の
時
代
に
お
い
て
、
異
形
式
の
歌
を
作
る
と
い
う
意
味

を
強
く
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。｣

と
す
る
が
、
異
形
式
の
歌
を
作
る
と
い
う
意
味
と
と
も
に
、
新
し
い
時

代
か
ら
の
復
古
意
識
が
働
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
時
間
の
経
過
が
生
ん
だ
再
評
価
で
あ
る
。

こ
の
旋
頭
歌
に
つ
い
て
は
、
本
田
義
寿
は

(

９)

｢

坂
上
郎
女
の
旋
頭
歌
は
歌
詞
と
し
て
は
柴
刈
る
人
に
よ
び
か
け
て
い
な
が
ら
、
麻
呂

を
予
想
し
て
の
笑
わ
せ
歌｣

と
す
る
。
影
山
尚
之
は

｢

大
伴
坂
上
郎
女
の
旋
頭
歌
一
首｣

の
論

(

�)

に
て
、｢

柴｣

に
女
性
が
、｢

刈
る｣

に
結
婚
の
意
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
歌
は
麻
呂
の
娉
い
に
対
し
て

｢

民
謡
の
形
式
に
倣
い
つ
つ
、
拒
絶
の
意
志
と
誘

惑
の
意
志
を
た
く
み
に
交
錯
さ
せ
た
歌｣

と
し
た
。
江
富
範
子

(

�)

は

｢

大
伴
坂
上
郎
女
序
論
ー
麻
呂
と
の
贈
答
歌
を
め
ぐ
っ
て
ー｣

に

て
、
五
二
五
〜
二
八
に
み
え
た
田
舎
女
の
擬
装
が
一
段
と
大
胆
に
な
っ
た
歌
と
す
る
。
小
野
寺
は
、
類
似
の
人
麻
呂
歌
集
歌

(

７
一

二
九
一)

を
紹
介
し
、
そ
れ
に
学
び
、

旋
頭
歌
と
い
う
新
し
い
形
式
に
挑
戦
し
た
歌
で
あ
る
と
こ
ろ
に
意
義
の
あ
る
も
の
で
、
麻
呂
に
対
し
て
は
、｢

立
ち
隠
る｣

は

密
会
を
表
す
が
、
春
が
き
た
な
ら
ば
、
と
密
会
を
先
送
り
し
て
相
手
を
じ
ら
す
歌
な
の
で
あ
ろ
う
。

と
し
て
い
る
。

郎
女
は
短
歌
形
式
の
四
首
の
次
に
、｢

ま
た｣

と
し
て
意
識
的
に
旋
頭
歌
形
式
を
用
い
た
。
そ
の
旋
頭
歌
利
用
の
背
景
と
し
て
は
、

本
来
の
旋
頭
歌
が
持
つ
集
団
的
な
歌
謡
に
見
ら
れ
る
率
直
な
恋
の
世
界
が
あ
る
。
直
前
の
四
首
は
、
一
途
に
男
性
の
訪
れ
を
待
つ
女

性
の
諸
相
を
描
い
て
い
る
が
、
そ
の
待
つ
女
性
か
ら
一
転
し
、
行
動
す
る
女
性
を
描
い
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。
影
山
説
の
拒
絶
と

誘
惑
を
混
在
さ
せ
な
が
ら
、
小
野
寺
説
が
注
目
し
た

｢

立
ち
隠
る｣

の
語
に
て
、
来
た
る
べ
き
密
会
を
率
直
に
そ
し
て
お
お
ら
か
に
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詠
出
し
た
歌
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

新
鮮
さ
を
求
め
て
内
容
も
形
式
も
様
々
な
変
化
す
る
時
代
に
あ
っ
て
、
旋
頭
歌
一
首
を
付
加
し
、
新
風
と
古
風
の
競
演
世
界
を
創

出
し
て
い
る
と
捉
え
た
い
。
類
似
の
作
品
と
し
て
は
、
前
述
し
た
石
川
女
郎
と
大
伴
田
主
と
の
作
品
が
あ
る
。
旋
頭
歌
は
用
い
な
い

が
、
同
様
に
素
朴
な
恋
歌
を
最
後
に
一
首
加
え
、
中
国
文
学
的
な
贈
答
歌
と
の
間
に
和
漢
の
落
差
を
加
え
て
変
化
を
楽
し
ん
で
い
た
。

類
似
の
趣
向
と
言
え
る
。

八

お
わ
り
に

当
該
の
、
大
伴
郎
女
の
歌
四
首
と
漢
文
の
文
芸
注
と
大
伴
坂
上
郎
女
の
歌
一
首
で
構
成
さ
れ
る
歌
群
を
吟
味
し
て
き
た
。

諸
注
釈
書
や
研
究
者
は
、
文
芸
注
の
注
記
者
を
郎
女
の
メ
モ
的
な
も
の
利
用
し
た
大
伴
家
持
の
手
と
漠
然
と
推
察
し
て
い
る
。
し

か
し
、
大
伴
氏
族
に
は
、
兄
の
旅
人
や
田
主
の
よ
う
に
、
自
身
が
韻
文
学
の
和
歌
に
漢
文
利
用
に
よ
り
散
文
の
文
芸
注
を
加
え
て
、

和
漢
の
二
体
で
構
成
す
る
新
形
式
の
作
品
と
推
定
で
き
る
作
品
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
旅
人
と
文
芸
交
流
を
し
た
憶
良
に
も
同
様
な
作

品
が
存
在
す
る
。
さ
ら
に
漢
文
に
よ
る
文
芸
注
は
、『
懐
風
藻』

の
よ
う
に
紙
に
記
さ
れ
る
記
載
文
学
が
前
提
と
な
ろ
う
。

こ
れ
ら
大
伴
氏
族
圏
の
人
々
の
新
形
式
の
作
品
を
熟
知
す
る
坂
上
郎
女
は
、
自
身
の
和
歌
作
品
の
中
に
自
身
の
手
で
漢
文
に
よ
る

文
芸
注
を
付
加
し
て
記
し
、
和
歌
の
み
の
世
界
に
、
文
に
よ
る
さ
ら
な
る
世
界
を
加
味
し
て
、
記
載
文
学
の
厚
み
の
あ
る
新
作
品
形

成
を
図
っ
て
い
る
と
推
定
し
た
。

具
体
的
に
は
、
和
歌
の
み
の
贈
答
歌
世
界
に
、
漢
文
に
よ
る｢

被
寵
無
儔｣
の
文
芸
注
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
世
界
、

つ
ま
り
、
奈
良
以
前
の
持
統
朝
サ
ロ
ン
の
著
名
な
穂
積
皇
子
を
中
心
と
し
た
感
動
的
な
相
聞
世
界
を
想
起
さ
せ
、
そ
の
世
界
を
坂
上
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郎
女
自
身
の
時
代
に
引
き
入
れ
な
が
ら
、
次
に

｢

娉
ふ｣

の
文
芸
注
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
麻
呂
と
の
交
際
関
係
を
明
確
化
し
、

そ
こ
で
の
自
由
な
恋
の
諸
相
の
提
示
を
図
っ
て
い
る
と
考
え
た
。
郎
女
と
麻
呂
と
に
よ
る
一
般
的
贈
答
の
一
次
元
的
な
和
歌
の
世
界

を
、
多
次
元
的
な
和
歌
世
界
に
解
放
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
そ
の
解
放
が
最
後
の
旋
頭
歌
一
首
の
展
開
に

影
響
を
与
え
て
い
る
と
推
定
す
る
。

さ
ら
に
、｢
大
伴
坂
上
郎
女｣

と
明
記
す
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
坂
上
に
居
住
し
大
伴
氏
一
員
の

｢

大
伴
坂
上
郎
女｣

と
言
挙
げ

し
、
大
伴
家
の
歌
人
と
し
て
自
覚
的
に
出
発
し
て
い
る
と
考
え
た
。

も
ち
ろ
ん
確
証
は
な
い
が
、
現
存
す
る
注
記
か
ら

『

万
葉
集』

に
は
、
大
伴
家
持
を
頂
点
に
多
く
の
注
記
者
が
存
在
し
た
こ
と
は

明
か
で
あ
る
。
そ
の
注
記
者
の
中
に
大
伴
坂
上
郎
女
の
存
在
を
加
え
、
自
身
の
作
品
に
文
芸
注
を
付
加
し
て
新
様
式
の
作
品
を
構
成

し
て
い
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
大
方
の
ご
叱
正
を
お
願
い
す
る
。

注(

１)

小
野
寺
静
子

『

大
伴
坂
上
郎
女』

翰
林
書
房
、
Ｈ
５
・
５
。

(

２)

東
茂
美

『

大
伴
坂
上
郎
女』

笠
間
書
院
、
Ｈ
６
・
12
。

(

３)

中
西
進

『

万
葉
史
の
研
究』

下
、
桜
楓
社
、
Ｓ
43
・
７
。

(

４)

井
戸
未
帆
子

｢

大
伴
坂
上
郎
女
の

『

尼
理
願
歌
の
歌』

―
歌
と
左
注
を
中
心
に
ー｣

『

中
京
大
学
文
学
部
紀
要』

32
、
Ｈ
10
・
３
。

(

５)

中
西
進

『

万
葉
集
の
比
較
文
学
的
研
究

中』

三
作
品
論
、
第
四
章
戯
歌
、
桜
楓
社
、
Ｓ
38.

１
。

(

６)

伊
藤
博

｢

舒
明
朝
以
前
の
万
葉
歌
の
性
格｣

『

万
葉
集
の
構
造
と
成
立』
上
(

７)

徳
倉
義
孝

｢

宴
誦
歌｣

(『

万
葉
集
を
学
ぶ』

(

第
七
集)

有
斐
閣
、
Ｓ
53
・
10
所
収)

(

８)

神
堀
忍

｢

大
伴
家
持
と
坂
上
大
嬢
―
そ
の
年
齢
推
定
の
試
み
―｣

『

万
葉
集
研
究』
第
二
集
、
Ｓ
48
・
４
。
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(

９)

本
田
義
寿

｢

大
伴
坂
上
郎
女
の
旋
頭
歌
覚
え
書
き｣

『

記
紀
万
葉
の
伝
承
と
芸
能』

和
泉
書
院
、
Ｈ
25
。

(
�)

影
山
尚
之

｢

大
伴
坂
上
郎
女
の
旋
頭
歌
一
首｣

『

園
田
語
文』

(

園
田
学
園
女
子
短
大
国
文
学
会)

５
Ｈ
２
・
11
。)

(
�)

江
富
範
子

｢

大
伴
坂
上
郎
女
序
論
―
麻
呂
と
の
贈
答
歌
を
め
ぐ
っ
て
―｣
『

女
子
大
国
文』

(

京
都
女
子
大
学
国
文
学
会)

第
一
〇
九
号
、

Ｈ
３
・
６
。)
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